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緒 言 

 

水災害が世界的に深刻な問題となっています。わが国においても、1999 年・2003 年

福岡水害、2004 年新潟・福島豪雨災害、2005 年宮崎水害、2006 年鹿児島県北部豪雨災

害、2008 年「ゲリラ豪雨」による神戸市都賀川の鉄砲水、岡崎市の記録的な豪雨によ

る氾濫災害など水災害が毎年のように頻発しています。本年においても、７月の中国・

九州北部豪雨、８月の台風９号来襲に伴う豪雨が各地で発生し大きな被害をもたらしま

した。 

福岡都市圏の場合、御笠川が 1999 年と 2003 年の短期間に２回も洪水氾濫を引き起こ

しました。また本年７月の中国・九州北部豪雨災害では、福岡都市圏を流れる那珂川，

樋井川などにおいて洪水氾濫が発生しました。いずれも、急激な降雨に対応して、急激

な洪水流出と河川水位上昇をもたらし、氾濫に至ったものでした。一部において防災関

係機関の対応は遅れ、水害に対する“危機管理”の難しさがあらためて認識されました。 

いずれの流域も比較的小流域であるため予測の余裕がありません。３度の水害は、と

もに、比較的強い雨の降り始めから２～３時間で氾濫が発生しました。情報伝達、避難、

浸水防御などの準備のための時間としては十分ではありません。従って、浸水防御、避

難などの早急な準備を行うためには、降雨予測と被害予測を併行して行う必要がありま

す。 

土木学会西部支部では「浸水被害の早期警戒避難システム構築に関する調査研究委員

会」（平成 19～2１年度）を設置し、福岡都市圏流域の河川を事例とし、観測点におけ

るリアルタイム降雨・水位情報と気象庁による降雨予測情報を併用した、浸水被害早期

予測システム構築の可能性とその予測限界について気象学、地理情報学、河川工学の観

点から検討するとともに、それに基づいた予測情報の提供および避難システムのあり方

について交通工学，人文社会科学の観点から検討を行っています。 

一方、土木学会西部支部は､1999 年福岡水害を契機として「都市水害に関するシンポ

ジウム」を毎年開催し、特に発生頻度が高い中小都市河川の水害について、最新の研究

成果を紹介するとともに、その対策について参加者とともに考えてまいりました。今回

のシンポジウムは、調査委員会を公開する形で実施するもので、19、20 年度は降雨予

測と洪水予報、地下空間の氾濫解析、情報伝達、避難のあり方などを中心とし、本年度

は、洪水氾濫の予警報システム、浸水予測結果の 2次元・３次元表示システム、防災情

報提供のあり方、豪雨災害時の地域住民の避難行動などを主要テーマとして発表と討議

を行うものです。 
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